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』哲
只
＝
科
「
切
鮨
Ｔ
Ａ
■
¨
〕

凡
例

一
、
本
文
は
慶
応
義
塾
大
学
附
属
図
書
館
蔵

『西
行
檜
詞
』
を
底
本
と
し

て
、
正
確
に
翻
刻
す
る
こ
と
に
つ
と
め
た
。

一
、
和
歌
は
二
字
下
げ
と
し
、
上
に
歌
番
号
を
施
し
た

（１
２６
は

一
二
六

番
歌
を
、
１８
２２
は

一
八
二
二
番
歌
を
示
す
）
。
猶
、　
一
四
番
歌
、
二

二
番
歌
、
七
四
番
歌
の
次
の
和
歌
は
異
本
に
よ
る
注
記
な
の
で
歌
番

号
は
付
し
て
い
な
い
。

一
、

「
し
か
ノ
ヽ
の
絵
有
之
」
等
の
絵
の
注
記
は
四
字
下
げ
と
し
た
。

一
、
底
本
の
頭
書
は

［頭
注
］
と
し
て
、
で
き
る
か
ぎ
り
底
本
で
の
位
置

の
近
く
に
挙
げ
た
。

一
、
見
せ
消

・
抹
消

・
補
入
等
、
底
本
に
お
け
る
訂
正
は
改
め
ず
そ
の
ま

ま
翻
刻
し
た
。

一
、
句
読
点
は
私
に
施
し
た
。

一
、
絵
の
注
記
の
後
に
校
異
を
挙
げ
た

（注
記
の
後
に
挙
げ
な
か
っ
た
箇

所
も

一
部
あ
る
）
。
仮
名
遣
い

。
漢
字
の
用
字
の
違
い
、

「む
」
と

慶
応
義
塾
大
学
附
属
図
書
館
蔵

『西
行
給
詞
』

山

崎

　

淳

「ん
」
、

「も
て
」
と

「も
つ
て
」
、

「世
中
」
と

「
世
の
中
」
、

「
被
召
て
」
と

「
召
さ
れ
て
」
、

「殊
」
と

「殊
に
」
、

「
誠
」
と

「
誠
に
」
、

「泣
け
れ
は
」
と

「
な
き
け
れ
は
」
の
よ
う
な
異
同
は

原
則
と
し
て
と
っ
て
い
な
い
。
ま
た
底
本
に
お
い
て
見
せ
消

・
抹
消

に
よ
る
訂
正
が
あ
る
場
合
、
消
さ
れ
た
文
字
に
異
同
が
あ

っ
て
も
細

字
が
他
本
と

一
致
す
れ
ば
校
異
と
し
て
挙
げ
て
い
な
い
。

一
、
校
異
に
用
い
た
伝
本
の
略
称
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（国
）―
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本

（京
）―
京
都
大
学
文
学
部
国
文
科
研
究
室
蔵
本

（岩
Ｙ
上
わ
国
徴
古
館
蔵
本

こ
の
う
ち
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
に
は
朱
で
の
傍
訓
が
多
い
が
、
特

に
問
題
に
な
ら
な
い
限
り
校
異
と
し
て
は
挙
げ
な
か

っ
た
。
ま
た
朱

で
の
見
せ
消
は
無
視
し
た
。
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解

題

は
じ
め
に

『
西
行
物
語
』
に
は

「
西
行
綸
詞
」
と
題
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
現
在
、

慶
応
義
塾
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本

以^
下
、
慶
大
本
）
、
国
立
国
会
図
書

館
蔵
本

（
国
会
本
）
、
京
都
大
学
文
学
部
国
文
科
研
究
室
蔵
本

企
示
大

本
）
、
岩
国
徴
古
館
蔵
本

（岩
国
本
）
の
四
本
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
広

本
系
、
略
本
系
、
采
女
本
系
、
永
正
本
系
に
分
類
さ
れ
る

『西
行
物
語
』

の
中
で
は

（
１
）
、
永
正
本
系
に
属
す
る
。
こ
の
伝
本
に
つ
い
て
は
、
既

に
秋
谷
治
氏
が

「寛
永
本

『西
行
物
語
』
考
―

『西
行
物
語
』
原
型
を
探

る
―
」

（
「
一
橋
論
叢
」
８６
‐
５
　
昭
和
５６

・
Ｈ
）
と
い
う
論
考
を
発
表

さ
れ
て
お
り

（
以
下
、
秋
谷
氏
に
従
い

「
西
行
綸
詞
」
を
寛
永
本
と
呼

ぶ
）
、
氏
は
寛
永
本
を
、
書
写
年
代
は
近
世
ま
で
下
り
な
が
ら
も
、
成
立

は
永
正
本
の
書
写
さ
れ
た
永
正
六

（
一
五
〇
六
）
年
以
前
で
あ
る
と
さ
れ
、

な
お
か
つ

『西
行
物
語
』
原
態
を
考
え
る
上
で
重
要
な
伝
本
と
位
置
付
け

ら
れ
た
。
し
か
し
寛
永
本
本
文
は
未
紹
介
な
の
で
、
今
回
、
慶
大
本
の
翻

刻
、
解
題
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。

一

慶
大
本
の
簡
略
な
書
誌
を
記
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
請
求
番
号

一
四

一
・
九
二

。
一
。
寸
法
、
縦
２８

。
７
セ
ン
チ
、
横
２０

．
２
セ
ン
チ
。
外
題

「
西
行
給
詞
」

（題
察
）
、
内
題

「
西
行
給
詞
」
。
墨
付
四
十
二
丁

（西

行
綸
詞
分
の
み
、
合
冊
さ
れ
た

「伊
香
保
日
記
」
を
含
む
と
全
七
十
三
丁
、

前
後
に
遊
紙

一
丁
ず
つ
）
、　
一
面
十
行
書
き
。
所
々
に
略
本
系
に
よ
る
異

本
注
記
あ
り
。
漢
字
の
訓
み
と
和
歌
右
上
の

「新
古
」

「千
載
」
等
の
注

記
は
朱
で
施
さ
れ
て
い
る
。

奥
書
か
ら
、
桑
名
藩
に
仕
え
た
近
世
初
期
の
儒
学
者
、
三
宅
洛
庵
に
よ

り
寛
永
十
七
年

（
一
六
四
〇
）
四
月
下
旬
に
書
写
さ
れ
た
こ
と
、
西
行
の

歌
集
や

『千
載
集
』
等
に
よ
り
頭
書
、
異
同
を
加
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。

最
後
の
絵
の
注
記
の
後
に
記
さ
れ
る
部
分
も
含
め
て
奥
書
を
見
る
と
、

Ａ
躍
綸
詞
、
出
家
集
口
洲
・，，
洲
ぺ
ぶ
「は
「
れ
ば
、‐‐
や
ゞ
）‐「ど
だ
が
び
渇

ぶ
劉
う
目
剥
ぼ
ゆ
裂
事
む
は
ぺ
利
ど
、
安
嘉
門
院
四
条
が
か
け
る
不

知
唇
日
記
に
、
天
龍
の
渡
と
い
ふ
舟
に
の
る
に
、
西
行
が
む
か
し
も

思
ひ
出
ら
れ
て
い
と
心
ぼ
そ
し
と
い
へ
る
は
、
此
詞
を
お
も
へ
る
な

る
べ
し
。
さ
れ
ば
、
は
や
く
よ
り
つ
た
は
り
け
る
も
の
な
り
と
、
見

る
人
信
を
と
る
べ
き
に
こ
そ
。

（濁
点
は
私
、
以
下
同
じ
）

Ｂ
寛
永
庚
辰
之
夏
、
卯
花
月
下
浣
、　
一
覧
之
次
、
令
侍
史
罵
留
焉
畢
。

且
考
家
集
井
千
載
集
等
、
加
頭
書
、
以
靭
排
異
同
云
。
洛
電
子
柔

（花
押
）

Ｃ
詳
考
此
詞
、
西
行
行
状
、
更
無
次
第
。
嘲
目
翻
劉
瑚
割
「
Ｊ
劉
劃
翻
創

劇
湖
訓
コ
。
若
夫
供
佛
櫻
花
之
詠
、
既
載
千
載
集
、
何
為
臨
終
之
可

哉
。
如
此
之
類
、
比
々
皆
是
然
。
州
到
翻
剣
翻
創
劉
司
Ｊ
躙
ゴ
列
可
尽
、

信
焉
而
已
。
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と
あ
り
、
特
に
Ｃ
が
次
の

『潟
庵
歌
話
』
と
多
く
重
な
る

（２
）
。

又
、
大
ニ
イ
プ
カ
シ
ミ
オ
モ
ヘ
ル
コ
ト
ハ
、
西
行
ノ
事
、
図
説
シ
タ

ル
絵
詞
卜
云
モ
ノ
ニ
、
建
久
九
年
二
月
十
五
日
朝
、
往
生
ヲ
遂
ニ
ケ

リ
ト
カ
キ
タ
レ
ド
、
側
綸
詞
′、Ｉ
Ч
‥画
家
集
デ
ド
．■
■
マ‐
‐ヽ
タ
ガ
Ц
タ

・‘″
「
Ｈ
ガ
ボ
ガ
明
。
引
剰
翻
矧
割
四
司
∃
刊
∃
硼
測
劇
珊
到
州
引
冽
引

作
リ
ナ
セ
リ
ト
ミ
エ
タ
レ
パ
、
其
中

マ
コ
ト
ナ
ル
コ
ト
モ
ナ
キ

ニ
ハ

０

こ
の
部
分
に
続
い
て

『海
庵
歌
話
』
で
は
、

慈
鎮
和
尚
拾
玉
集
云
、
文
治
六
年
二
月
十
六
日
未
時
、
円
位
上
人
入

減
、
臨
終
ナ
ド
誠
ニ
メ
デ
タ
ク
、
存
生
ニ
フ
ル
マ
ヒ
オ
モ
ハ
レ
タ
リ

シ
ニ
更
ニ
タ
ガ
ハ
ズ
、
世
ノ
末
ニ
ア
リ
ガ
タ
キ
ヨ
シ
申
ア
ヒ
ケ
リ
、

其
後
、
ヨ
ミ
ヲ
キ
タ
リ
シ
歌
ド
モ
思
ヒ
ツ
ヾ
ケ
テ
、
寂
蓮
入
道
ノ
モ

ト
ヘ
申
侍
シ
、

君
ヤ
シ
ル
其
二
月
卜
云
置
テ
詞
二
負
ヘ
ル
人
ノ
後
ノ
世

風
二
靡
ク
富
士
ノ
煙
ニ
タ
グ
ヒ
ニ
シ
人
ノ
行
エ
ハ
空
ニ
シ
ラ
レ
テ

チ
ハ
ヤ
ブ
ル
神
二
手
向
ル
藻
塩
草
カ
キ
ア
ツ
メ
ツ
ヽ
見
ル
ゾ
悲
キ

是
ハ
、
願
ク
ハ
花
ノ
下
ニ
テ
ワ
レ
死
ナ
ン
其
キ
サ
ラ
ギ
ノ
モ
チ
ヅ
キ

ノ
比
　
ト
ヨ
ミ
オ
キ
テ
、
ソ
レ
ニ
タ
ガ
ハ
ヌ
事
ヲ
、
世
ニ
モ
ア
ハ
レ

ガ
リ
ケ
リ
、
又
、
風
ニ
ナ
ビ
ク
フ
ジ
ノ
煙
ノ
ソ
ラ
ニ
消
エ
テ
ュ
ク
エ

モ
シ
ラ
ヌ
ヮ
ガ
思
ヒ
哉
　
モ
此
二
三
年
ノ
程
ニ
ヨ
ミ
タ
リ
、
是
ヲ
ワ

ガ
第

一
ノ
自
嘆
歌
卜
申
シ
ヨ
ト
フ
思
フ
ナ
ル
ペ
シ
、
又
諸
社
十
二
巻

ノ
歌
合
、
大
神
宮
ニ
マ
イ
ラ
セ
ン
ト
営
シ
ヲ
、
受
採
テ
沙
汰
シ
侍
キ
、

外
宮
ノ
ハ
一
筆
ニ
カ
キ
テ
、
既
二
見
セ
申
テ
キ
、
内
宮
ノ
ハ
、
時
ノ

手
書
ド
モ
ニ
カ

ヽ
セ
ン
ト
テ
、
料
紙
ナ
ド
沙
汰
ス
ル
コ
ト
ヲ
思
ヒ
テ
、

三
首
ヨ
メ
ル
ナ
リ
。
定
家
卿
拾
遺
愚
草
云
、
建
久
元
年
二
月
十
六
日
、

西
行
上
人
身
マ
カ
リ
ニ
ケ
ル
フ
、
終
り
乱
ザ
リ
ケ
ル
ヨ
シ
フ
聞
テ
、

三
位
中
将
ノ
モ
ト
ヘ
、

望
月
ノ
比
ハ
タ
ガ
ハ
ヌ
空
ナ
レ
ド
消
ケ
ン
雲
ノ
ュ
ク
ヘ
カ
ナ
シ
ナ

上
人
先
年
詠
云
、
ネ
ガ
ハ
ク
ハ
花
ノ
下
ニ
テ
春
シ
ナ
ン
云
々
。
今
年

十
六
日
望
月
也
、
返
シ
、
三
位
中
将

紫
ノ
色
ト
キ
ク
ニ
ゾ
ナ
グ
サ
ム
ル
キ
エ
ケ
ン
雲
ハ
カ
ナ
シ
ケ
レ
ド

モ
　
今
考
、
文
治
六
年
四
月
十

一
日
改
元
、
為
二建
久
元
年
一卜
．

今
年
二
月
大
也
。
月
大
ナ
レ
バ
十
六
日
望
ニ
シ
テ
、
月
小
ナ
レ
バ
十

五
日
望
也
。
拾
玉
ニ
ハ
改
元
以
前
ノ
年
号
ヲ
カ

ヽ
レ
、
愚
草
ニ
ハ
改

元
以
後
ノ
年
号
ヲ
載
ラ
レ
タ
リ
。

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
頭
注
⑬
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
Ａ
は
定
か
で
な

い
が
、
Ｃ
や
頭
書
は
浩
庵
自
身
に
よ
る
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

国
会
本
、
京
大
本
と
比
較
し
た
時
、
慶
大
本
が
善
本
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
の
は
、
秋
谷
氏
の
指
摘
通
り
で
あ
る
。
国
会
本
と
京
大
本
の
相
違
は
、

頭
書
が
前
者
に
は
あ
り
、
後
者
に
は
な
い
こ
と
だ
が
、
慶
大
本
と
の
異
同

に

一
致
が
多
い
こ
と
、
特
に
Ｃ
を
同
じ
所
か
ら
欠
く
こ
と
か
ら
二
本
は
近

い
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
。
慶
大
本
は
二
本
の
親
本
の
如
き
位
置
に
あ
る

の
だ
ろ
う
。
ま
た
京
大
本
は
２２
番
歌
か
ら
３９
番
歌
に
の
み

「
新
古
今
」

「
千
載
集
」
の
注
記
が
あ
る
と
い
う
不
自
然
さ
を
持
ち
、
親
本
の
頭
書
を

殆
ど
無
視
し
て
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
岩
国
本
は
京
大
本
と
同
様
、

頭
書
が
な
く
、
さ
ら
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
も
欠
い
て
い
る
の
で
、
寛
永
本
原
形
に
近
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い
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
大
き
な
脱
文

（十
九
頁
参
照
）
や
、
意
味

を
よ
く
理
解
し
な
い
ま
ま
書
写
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
や
は
り
四
本
の

中
で
は
慶
大
本
が
最
善
本
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

二
秋
谷
論
文
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
寛
永
本
と
永
正
本
を
比
較
す
る
と
、

寛
永
本
本
文
の
先
行
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
、
秋
谷
氏
の
触
れ
ら
れ

な
か
っ
た
箇
所
を
数
例
挙
げ
て
そ
の
こ
と
を
確
認
し
て
み
た
い
。

ま
ず
西
行
が
武
蔵
野
で
会

っ
た
隠
者
の
庵
の
描
写
は
、
寛
永
本
で
は
次

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

…
恋
し
き
草
の
色
な
れ
ば
、
紫
の
草
の
ゆ
か
り
も
な
つ
か
し
く
、
書

よ
り
も
心
の
す
み
け
れ
ば
、
尾
花
葛
原
分
入
て
、
か
た
ぶ
く
月
に
付

て
も
都
の
方
を
打
詠
て
、
心
を
す
ま
し
て
有
け
る
に
、

（中
略
）
萩
、

側
酬
利
な
ど
あ
だ
に
折
か
け
た
る
庵
に
、
齢
七
十
斗
な
る
老
僧
の
一

人
有
け
り
。
仙
人
な
ど
の
栖
や
ら
ん
と
覚
て
立
出
て
、
い
か
な
る
人

に
て
是
程
の
野
中
に
、
只

一
人
角
て
は
お
は
し
ま
す
ぞ
と
問
ば
、

（中
略
）
劃
「
剣
劃
を
の
れ
と
か
こ
ふ
住
居
に
て
年
月
を

へ
ぬ
る
也

と
答
け
れ
ば
、
…

『西
行
物
語
』
諸
本
で
は
、
傍
線
を
付
し
た
植
物
は
ど
の
よ
う
な
並
び
に

な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

（３
）
。
以
下
に
列
挙
し
て
み
る
。

・利
、
荻
、
日
冽
ｄ
洲
ｕ
を
か
こ
ひ
に
は
し
て
、
引
Ч
割
＝
洲
利
力、―
劉

を
う
ゑ
に
は
ふ
き
て

（文
明
本
）

ｏ
わ
づ
か
な
る
い
ほ
り
の
う
へ
を
ば
、
す
ゝ
き
、
か
る
か
や
に
て
ふ
き
、

剌
「
女
劇
利
、
色
ミ
の
秋
の
草
に
て
め
ぐ
り
を
か
こ
ひ

（久
保
家
本
）

。
あ
た
り
に
は
、
き
ゝ
や
う
、
か
る
か
や
、
女
良
花
、
し
を
ん
、
り
ん

だ
う
、
我
も
か
う
な
ん
ど
い
ふ
、
秋
の
草
を
、
い
ほ
り
か
け
て

（永

正
本

。
「
室
町
時
代
物
語
大
成
」
五
）

寛
永
本
は

「
薄
、
苅
萱
」
が
隠
者
の
言
葉
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
と
は
い

え
、
原
態
に
最
も
近
い
と
さ
れ
る
広
本
系

（文
明
本
）
の
順
序
を
踏
襲
し

て
い
る
。
略
本
系
の
久
保
家
本
に
し
て
も
、
広
本
系
の
本
文
を
並
び
変
え

た
に
す
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
永
正
本
の
場
合
、
広
略
い
ず
れ
の
本
文
か
ら

も
直
接
出
て
こ
な
い
よ
う
な
並
び
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
永
正
本
の
並
び

は
、

「浄
瑠
璃
御
前
物
語
』
に
、

百
し
ゆ
の
は
な
の
、
な
か
よ
り
も
、
き
き
や
う
、
か
る
か
や
、
を
み

な
め
し
、
し
お
ん
、
り
ん
だ
う
、
わ
れ
も
つ
か
う
…

（
四
段
　
せ
ん

す
い
そ
ろ
え

。
「
室
町
時
代
物
語
大
成
」
七
）

と
い
う
同

一
の
も
の
を
見
出
せ
る
。

「秋
月
物
語
』
に
も
同
じ
並
び
が
あ

り
、
お
そ
ら
く
こ
れ
は
草
花
の
名
を
列
記
す
る
時
の
イ
デ
オ
マ
テ
ィ
ッ
ク

な
表
現
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
永
正
本
は
そ
の
よ
う
な
表
現
を
用
い
て
改

変
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
挙
げ
る
表
現
は
、
永
正
本
系
の
み
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。

・
Ｊ
割
Ｊ
引
刑
ａ
ｑ
釧
も
命
に
替
る
事
な
く
、
ｄ
引
利
【
洲
制
も
冥
土

の
た
め
に
は
よ
し
な
し
。
漢
王
の
三
尺
の
鍛
も
閻
魔
の
使
を
切
事
な

く
、
秦
王
の
一
面
の
鏡
も
有
為
の
宝
に
は
な
ら
ず
。

（寛
）

。
い
か
ゞ
ｕ
割
引
引
洲
劉
倒
劉
も
、
命
を
か
ふ
、
ち
か
ら
な
け
れ
ば
、
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冥
途
の
た
め
に
は
、
よ
う
な
し
。
か
ん
わ
う
の
、
三
尺
の
銀
も
、
魔

の
使
を
き
る
事
な
し
。
始
皇
が

一
面
の
鏡
も
、
り
ん
じ
ゆ
の
影
を
、

う
つ
す
事
は
な
し
。

（永
）

傍
線
部
は
、
頭
注
⑪
に
あ
る
よ
う
に

「
石
崇
金
谷

・
郡
通
銅
山
」
と
い
う

中
国
の
故
事
で
あ
ろ
う
。
後
に
続
く
漢
の
高
祖
、
秦
の
始
皇
帝
の
故
事
が

其

後

、

対
句
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
永
正
本
に

「
郡
通
鋼
山
」
の
脱
落
が
あ
る
と

考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
寛
永
本
で
補
い
得
る
部
分
で
あ
る
。

た
だ
し
右
の
二
例
は
、
た
ま
た
ま
寛
永
本
に
元
の
形
が
残

っ
た
に
過
ぎ

な
い
と
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
そ
こ
で
西
行
が
吉
野
、
熊
野
の
旅
か
ら

帰
京
し
た
際
に
詠
ん
だ
十
首
歌
の
配
列
を
見
る
こ
と
に
す
る

（
４
）
。

室

よ

り

め

さ

れ

て

ま

い

り

け

―こ
―

【

■

■

二

次

第

、

有

為

無

常

の

こ

と

は

り

、

成

仏

得

道

の

い

ん

ゑ

ん

、

往

生

極

楽

の

こ

と

は

り

、

こ

ま

か

に

め

し

と

は

せ

た

ま

ひ

て

後

、

や

ま

と

こ

と

葉

を

く

ち

に

す

さ

む

る

こ

と

、

た

ゞ

聖

人

ば

か

ｐ
‐な
”

Ｆ

‐日
陣

”

け

に

う

ま

れ

ん

た

め

に

、

月

の

百

首

を

よ

ま

ん

さ

れ

ば

常

に

は

０

Ａ

面

影

の

わ

す

ら

れ

ま

し

き

我

身

か

な

名

残

を

人

の

月

に

と

ゞ

め

て

Ｂ

こ

ん

世

に

も

心

の

う

ち

に

あ

ら

は

さ

ん

や

が

て

入

ぬ

る

月

の

ひ

か

り

を

Ｃ

月

見

ば

と

契

り

を

き

て

し

ふ

る

里

の

人

も

や

こ

よ

ひ

袖

ぬ

ら

す

ら

ん

Ｄ

た

ち

出

て

雲

間

を

わ

け

し

月

影

も

ま

た

ぬ

け

し

き

ぞ

空

に

見

え

け

る

Ｅ

山

陰

に

す

ま

す

心

の

い
か

な

れ

ば

お

し

ま

れ

て

入

月

も

あ

る

ら

ん

Ｆ

夜

も

す

が

ら

月

こ

そ

袖

に

宿

り

け

れ

む

か

し

の

友

を

思

ひ

い

づ

れ

は

１

思

ひ

き

や

雲

井

の

よ

そ

の

月

影

を

こ

け

の

袂

に

や

ど

す

べ
し

と

は

０

深

に

け

る

う

き

身

の

影

を

お

も

ふ

ま

に

は

る

か

に

月

の

か

た

ぶ

き

に

け

る

（
室

町

時

代

物

語

大

成

の

日

刺

で

は

、

和

歌

の

各

旬

に

読

点

が

付

さ

れ

て

い

る

が

、

こ

の

表

で

は

省

い

た

）

０

Ａ

面

影

の

わ

す

ら

る

ま

し

き

別

哉

名

残

を

人

の

月

に

と

ゞ

め

て

Ｂ

こ

ん

世

に

も

心

の

内

に

あ

ら

は

さ

ん

あ

か

で

入

ぬ

る

月

の

ひ

か

り

を

Ｃ

月

見

ば

と

契

を

き

て

し

古

郷

の

人

も

や

今

宵

袖

ぬ

ら

す

ら

ん

Ｄ

立

出

て

雲

間

を

分

し

月

影

を

待

ぬ

け

し

き

や

空

に

見

え

け

ん

Ｅ

山

陰

に
す

ま

ぬ

心

は

い

か

な

れ

や

お

し

ま

れ

て

入

月

も

有

け

り

Ｆ

夜

も

す

が

ら

月

こ

そ

袖

に

や

ど

り

け

れ

昔

の

秋

を

思

ひ

出

れ

ば

Ｇ

捨

と

な

ら

ば

浮

世

を

い

と

ふ

じ

る

し

有

ら

ん

　

我

見

ば

曇

れ

秋

の

夜

の

月

Ｈ

月

の

人

山

に

心

を

を

く

り

入

て

暗

な

る

跡

の

身

を

い

か

に

せ

ん

Ｉ

霜

さ

ゆ

る

夜

半

の

木

の

事

を

ふ

み

分

て

月

は

見

る

や

と

間

人

も

な

し

Ｊ

く

ま

も

な

き

お

り

ｔ

も

人

を

思

ひ

出

て

心

と

月

を

や

つ
し

っ
ろ

哉

と

お

も

ふ

な

り

。

け

ち

ゑ

ん

申

べ
き

よ

し

お

『
望
電
■
■
３
ｔ
ゴ
Ｊ
風
珊
憲
屈
鳳
現

て―

ま

い

ら

せ

け

り

。

ａ
う

れ

し

や

と

ま

つ
人

ご

と

に

お

も

ふ

ら

ん

山

の

葉

い

づ

る

秋

の

よ

の

月

Ｈ

月

の

す

む

山

に

心

を

お

く

り

い

れ

て

や

み

に

な

る

あ

と

の

身

を

い

か

に

せ

む

Ｆ

夜

も

す

が

ら

月

こ

そ

袖

に

や

ど

り

け

れ

む

か

し

の

あ

と

を

お

も

ひ

い

づ

れ

ば

０

ふ

け

に

け

り

我

身

の

か

げ

を

お

も

ふ

ま

に

春

か

に

月

の

か

た

む

き

に

け

り

ｂ

月

を

ま

つ
た

か

ね

の

雲

は

は

れ

に

け

り

こ

ゝ
ろ

あ

る

べ
き

は

つ
し

ぐ

れ

か

な

ｃ
月

の

み

や

う

は

の

そ

ら

な

る

な

が

め

に

て

お

も

ひ

も

い

で
ば

こ

ゝ

ろ

か

よ

は

む
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０
更

に
け

る
我

身

の
影

を

思

間

に

は

る

か

に

月

の

か

た

ぷ

き

】

仁
和
寺
の
御
室
の
要
請
で
十
首
歌
を
詠
ん
だ
と
い
う
広
本
系
の
設
定
は
、

寛
永
本
で
は
受
け
継
が
れ
て
い
る
が
、
永
正
本
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

永
正
本
の

「
わ
し
の
山
の
月
」
を
詠
ん
だ
と
い
う
設
定
は
、
広
本
系
と
の

間
に
寛
永
本
の
存
在
を
置
か
な
け
れ
ば
説
明
で
き
な
い
。
ま
た
寛
永
本
の

和
歌
に
広
本
系
、
永
正
本
両
方
に
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
の
に
対
し
、
広

本
系
、
永
正
本
の
み
が
共
有
す
る
和
歌
の
な
い
こ
と
も
、
広
本
系
↓
寛
永

本
↓
永
正
本
と
い
う
先
後
関
係
を
強
く
保
証
し
て
い
る
。
永
正
本
は
、
広

本
系
で
は

一
つ
で
あ

っ
た
十
首
歌
を
無
理
に
二
つ
に
し
て
し
ま

っ
た
感
の

あ
る
寛
永
本
の
形
を
、
再
び

一
つ
に
ま
と
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
例
か
ら
み
て
も
、
寛
永
本
が
永
正
本
に
先
行
す
る
と
い
う
秋
谷

説
は
ほ
ぼ
動
か
な
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
永
正
本
系
を
検
討
す
る
際
に
は
、

さ
て
も
日
親
嶺
府
昴
璽
■
耐
ぶ
凛
〓
耐
置

云‐
、

ロ
コ
『
●
■
■
百
富
調
豪
「
菫
粛
判
測
コ
「
、
■
綺
鷹
コ
０
懇
「
ｑ

心
を
ま
す
る
に
、
首
首
結
縁
す
べ
き
よ
し
、●

Ｋ

こ

し

方

の

見

し

よ

の

夢

に

か

は

ら

ぬ

は

い

ふ

も

う

つ

ゝ

の

心

や

は

す

る

Ｌ

う

け

難

人

の

す

が

た

に

生

れ

出

て

こ

り

ず

や

誰

も

又

沈

べ

き

Ｍ

世

を

い
と

ふ

名

を

だ

に

も

さ

は

と

ゝ
め

置

て

　

数

な

ら

ぬ

身

の

思

出

に

せ

ん

Ｎ

浮

身

こ

そ

い

と

ひ

な

が

ら

も

真

な

れ

月

を

詠

て

年

の

暮

ぬ

る

Ｇ

す

つ
と

な

ら

ば

う

き

世

を

い

と

ふ

じ

る

し

あ

ら

ん

　

わ

れ

に

は

く

も

れ

あ

き

の

よ

の

月

ｄ

か

く

れ

な

く

も

に
す

む

ゝ
し

は

見

ゆ

れ

ど

も

　

我

か

ら

く

も

る

秋

の

よ

の

月

ｅ
あ

り

あ

け

は

お

も

ひ

で

あ

れ

や

よ

こ

雲

の

た

ゞ

よ

は

れ

つ
る

し

の

ゝ

べ

の

空

ｆ

し

た

は

る

ゝ

こ

ゝ
ろ

や

行

と

山

の

葉

に

し

ば

し

な

い

り

そ

秋

の

よ

の

月

ま
ず
寛
永
本
を
念
頭
に
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

三
前
節
で
は
、
永
正
本
が
後
出
本
文
で
あ
り
、
寛
永
本
を
介
さ
ね
ば
説
明

で
き
な
い
、
あ
る
い
は
寛
永
本
に
よ
っ
て
補
い
得
る
箇
所
の
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
し
か
し
寛
永
本
が
独
自
に
増
補
し
た
部
分
、
永
正
本
の
方
が

元
の
形
を
残
し
て
い
る
部
分
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
以
下
、

そ
の
よ
う
な
箇
所
を
挙
げ
て
み
る

（
い
ず
れ
も
永
正
本
系
の
独
自
要
素
）
。

・
高
も
賤
も
、
子
を
思
道
に
迷
に^
が
人
は
無
な
ら
ひ
ぞ
か
し
。
剖
Ы
調

子
を
奈
良
の
里
に
置
て
、
今
夜
の
月
を
悌
に
立
て
、
心
は
暗
に
あ
ら
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ね
ど
も
子
を
思
ふ
道
に
と
詠
て
、
小
篠
原
風
待
露
の
消
や
ら
で
此

一

ふ
し
を
思
置
、
位
山
の
跡
を
尋
て
の
ば
れ
共
子
を
思
道
な
ど
申
置
た

り
。

（寛
）

。
高
き
も
、
賤
も
、
子
を
お
も
ふ
道
に
、
ま
よ
は
ぬ
物
は
、
な
き
ぞ
か

し
。
さ
れ
ば
、
昔
も
、
さ
る
た
め
し
、
あ
り
て
こ
そ
、
此
腎
は
よ
ま

れ
け
め
。

人
の
お
や
の
、
心
は
や
み
に
、
あ
ら
ね
ど
も
、
子
を
お
も
ふ
道
に

ま
よ
ひ
ぬ
る
哉

（永
）

「人
の
親
の
…
」
の
和
歌
は
、
寛
永
本
で
は
そ
の
一
部
、
永
正
本
で
は

一

首
そ
の
ま
ま
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が

『後
撰
集
」
や

『
大
和
物
語
』

に
載
る
、
藤
原
兼
輔
の
有
名
な

一
首
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

『
西
行
物
語
』
で
は
娘
を
突
き
放
し
出
家
遁
世
す
る
場
面
に
引
か
れ
る
の

で
、
こ
の
和
歌
が
使
わ
れ
る
こ
と
は
不
自
然
で
は
な
い
。
こ
こ
で
注
目
し

た
い
の
は
波
線
部
で
あ
る
。
こ
の

「
子
を
奈
良
に
置
い
て
詠
ん
だ
」
と
い

う
要
素
は
、

「後
撰
集
』

『大
和
物
語
』
に
は
な
く
、
続
く

「
小
篠
原
…
」

「
位
山
の
…
」
の
原
拠
で
あ
る

「新
古
今
集
』
の
、

・
を
ざ
さ
原
風
ま
つ
露
の
消
え
や
ら
ず
こ
の
ひ
と
ふ
し
を
思
ひ
お
く
か

な

（巻
第
十
八

・
雑
歌
下

。
１８
２２

・
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
）

・
く
ら
ゐ
山
あ
と
を
た
づ
ね
て
の
ば
れ
ど
も
こ
を
思
ふ
み
ち
に
猶
ま
よ

ひ
ぬ
る

（同

ｏ
ｌ８
‐４

・
土
御
門
内
大
臣
）

の
詞
書
に
も
見
当
た
ら
な
い
。
現
在
、
寛
永
本
と
重
な
る
こ
と
を
確
認
し

得
た
の
は

『沙
石
集
』
巻
第
五
末
第
九
話

「哀
傷
歌
ノ
事
」
の
、

一　
昔
或
人
モ
、
子
ヲ
奈
良
ノ
都
ニ
ヲ
キ
テ

人
ノ
ヲ
ヤ
ノ
心
ハ
ヤ
ミ
ニ
ア
ラ
ネ
ド
モ
　
子
ヲ
思
フ
道
ニ
マ
ヨ
イ

ヌ
ル
カ
ナ

ト

ヨ

ミ
、

一　
或
人
ハ
、
病
ヲ
モ
リ
テ
、
カ
ギ
リ
ナ
リ
ケ
ル
ニ
、

フ
ザ

ヽ
ワ
ラ
風
待
ツ
露
ノ
キ
ヘ
ャ
ラ
デ
　
子
ノ

一
フ
シ
ヲ
思
ヒ
オ

ク
カ
ナ

（岩
波
古
典
文
学
大
系
）

で
あ
る
が
、
こ
れ
は

『
沙
石
集
』
で
も
梵
舜
本
の
み
に
見
え
る
説
話
で
あ

り
、
ま
た
寛
永
本
の
他
の
部
分
に

『沙
石
集
』
が
使
わ
れ
て
い
る
形
跡
は

な
く
、
両
者
に
関
係
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し

『沙

石
集
』
の
如
き
説
話
を
永
正
本
に
重
ね
れ
ば
、
寛
永
本
本
文
を
作
る
こ
と

は
可
能
な
の
で
、
こ
の
部
分
は
寛
永
本
で
の
増
補
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

次
の
例
は
、　
一
度
目
の
帰
京
に
お
い
て
、
西
行
が
同
行
の
西
住
を
絶
縁

す
る
際
に
語

っ
た
も
の
で
あ
る
。

・
胡
馬
北
風
に
い
ば
え
、
越
鳥
南
枝
に
巣
を
く
ふ
と
云
へ
り
。
鳥
獣
に

至
る
ま
で
も
、
旧
里
を
恋
る
思
あ
り
。
こ
ゝ
を
も
つ
て
劇
刊
到
ヨ
倒

劃
硼
∃
翻
淵
矧
劇
釧
¶
司
∃
割
刻
剣
ヨ
ｄ
剥
馴
測
翻
倒
田
倒
劇
回
Ч
剛
測

劉
．
是
皆
く
わ
い
も
つ
に
至
る
ま
で
故
郷
を
忍
ぶ
謂
に
、
我
朝
の
西

信
阿
閣
梨
は
、
や
む
ご
と
な
き
聖
人
也
。
学
問
の
為
に
大
唐
に
渡
て
、

六
年
ま
で
日
本
の
事
を
不
聞
侍
り
け
る
に
、
思
ひ
が
け
ず
聖
教
の
中

よ
り
旧
里
に
て
持
た
り
し
扇
を
見
出
し
て
、
顔
に
押
当
て
聾
も
お
し

ま
ず
泣
給
ひ
け
る
。

（寛
）

。
胡
馬
、
北
風
に
い
ば

へ
、
越
鳥
、
南
枝
に
す
を
く
う
、
と
い
ふ
事
あ

り
。
か
ゝ
る
鳥
け
だ
物
に
、
い
た
る
ま
で
、
故
郷
を
し
の
ぶ
思
ひ
あ
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り
。
こ
の
ゆ
へ
に
、
創
到
劇
釧
測
ヨ
「
Ｊ
到
翻
酬
剣
Ｊ
刷
ヨ

洲
副
瑠
「
国
＝
湘
渕
倒
Ч
日
＝
瀾
留
謝
州
引
ｆ
´
‐
渕
日
「
例
。
　
今
水
）

「東
平
」
と
は
後
漢
の
東
平
思
王
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
墓
の
上
の
松
が

都
の
方
に
靡
い
た
と
い
う
故
事
は
、

『文
選
』
李
善
注
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
西
方
覚
王
」
は
、

「
党
王
」
が
仏
の
尊
称
で
あ
り
、

「慈
悲
は
東
に
か

ぶ
ら
し
め
た
り
」
と
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
阿
弥
陀
如
来
を
指

す
の
で
あ
ろ
う
か
。
永
正
本
の

「
西
光
王
」
と
い
う
名
称
が
他
書
に
見
え

な
い
の
で
、
寛
永
本
の
方
が
本
来
的
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
に
続
く

寛
永
本
の
西
信
阿
閣
梨
の
説
話
は
、
現
在
他
に
同
話
や
類
話
を
見
出
せ
な

い
。
東
平
が
中
国
、
西
方
覚
王
が
天
竺
の
こ
と
と
す
れ
ば
、
三
国
の
体
裁

を
繕
う
た
め
に
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
既
に
東
西
で
対
旬
に
な

っ
て
い
る
表
現
の
後
で
は
蛇
足
の
感
を
免
れ
な
い
。
や
は
り
こ
の
説
話
も

寛
永
本
で
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

逆
に
寛
永
本
で
削
除
、
あ
る
い
は
脱
落
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
箇
所

も
あ

る
。

●

劉

矧

劉

「

目

馴

月

創

以

劇

個

コ

剛

∃

刷

ョ

測

Ы

劇
洲
引
引
利
国
、
馴
し
姿
を
思
ひ
出
ら
れ
て
、
三
伏
の
夏
は
此
泉
に

向
て
つ
く
ノ
ヽ
と
諸
法
の
観
念
を
せ
し
か
共
、
三
途
八
難
の
炎
に
む

せ
ば
ん
時
は
凍
し
き
泉
も
あ
ら
し
か
し
と
覚
て
、
口
列
創
潮
国
側
割

Ы
剣
ｄ
洲
ｕ
ｄ
剣
ｕ
。

（寛
）

・
又
、
音
の
あ
る
じ
、
な
く
な
り
た
る
泉
を
、
つ
た
へ
て
い
た
る
人
の

日

日

釧

Ｎ

刻

洲

囲

日

Ｊ

ョ

劉

創

釧

馴

劉

劇

圏

州

Ы

硼

到

創

劃

判

到

刷

コ

謝

劇

馴

翻

馴

引

刊

測
―ゞ
引
列
剣
制
国
＝
倒
割
倒
劇
劇
ｇ
ｑ
列
ｕ
ｄ
日
日
、
い
と
ゞ
物
う

く
て
、
ふ
る
き
思
ひ
と
い
ふ
題
を
も
て
、
か
様
に
ぞ
、

す
む
人
の
、
心
く
ま
る
ゝ
、
泉
か
な
、
む
か
し
を
い
ま
は
、
思
ひ

出
つ
ゝ

↑
水
）

「
す
む
人
の
…
」
の
和
歌
が

一
見
永
正
本
の
独
自
要
素
の
よ
う
で
あ
る
が
、

傍
線
で
示
し
た
部
分
は
重
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
は

『
西
行
上
人
集
』
の
、

主
な
く
成
た
り
し
泉
を
つ
た
へ
ゐ
た
り
し
人
の
も
と
に
ま
か
り
た

り
し
に
、
対
泉
懐
旧
と
い
ふ
い
ふ
こ
と
を
よ
み
侍
し
に

す
む
人
の
心
く
ま
る
ゝ
泉
か
な
音
を
い
か
に
思
ひ
い
づ
ら
ん

（
５
０１
）

の
よ
う
に
和
歌
の
あ
る
方
が
本
来
的
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
永
正

本
に
も
寛
永
本
を
補
い
得
る
部
分
が
存
し
、
二
本
は
補
完
し
合
う
関
係
に

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
二
本
に
親
子
関
係
は
な
い
が
、
共
通
母
胎

と
い
え
る
本
の
存
在
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

右
の
三
例
以
外
の
永
正
本
系
の
独
自
要
素
の
中
に
は
、
簡
単
に
元
の
形

を
想
像
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。

一
佛
の
被
仰
た
る
は
、
Ｐ
戒
を
破
僧
成
共
、
け
さ
を
掛
た
ら
ん
を
打
な

や
ま
さ
ん
は
、
三
世
諸
佛
の
真
実
の
御
身
よ
り
血
を
あ
や
し
、　
一
切

の
天
人
の
眼
を
く
じ
る
也
と
経
に
は
説
て
侍
り
。
さ
れ
ば
破
戒
無
衛

の
僧
成
共
、
打
な
や
ま
す
べ
か
ら
ず
。
次
第
天
衆
を
初
て
、
三
宝
皆

捨
給
は
ぬ
物
也
。
天
台
大
師
の
摩
訂
止
観
に
は
、
出
家
は
破
戒
共
、

在
家
の
持
戒
に
は
勝
た
り
と
こ
そ
侍
れ
。
僧
儀
律
に
も
、
若
人
百
千

歳
阿
羅
漢
を
供
養
せ
ん
よ
り
も
、
出
家
の
功
徳
に
は
不
及
と
云
。
経
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に
は
ど
宝
の
財
を
も
て
高
き
三
十
三
天
に
至
ま
で
立
た
ら
ん
に
も
、

出
家
の
功
徳
に
は
不
及
と
説
れ
た
れ
。

（寛
）

・
佛
の
せ
ち
に
は
、
た
と
ひ
戒
を
や
ぶ
り
た
る
僧
な
り
と
も
、
袈
裟
を

か
く
る
程
の
物
を
、
な
や
ま
す
は
、
三
世
の
諸
佛
の
御
身
よ
り
血
を

あ
や
し
た
る
物
な
り
、
と
ま
さ
し
く
経
に
も
、
説
れ
た
り
。
さ
れ
ば
、

破
戒
無
懸
の
僧
也
と
も
、
あ
や
ま
つ
べ
か
ら
ず
。
四
大
天
王
を
は
じ

め
奉
り
て
、
三
宝
は
、
出
家
の
物
を
、
善
哉
な
り
、
と
ほ
め
給
ふ
。

で
台
大
師
、
弘
法
も
、
百
千
僧
を
供
養
せ
ん
功
徳
も
、
又
、
Ｐ
育
大

三
の
、
八
万
四
千
の
石
の
塔
を
、
立
給
ふ
利
益
も
、
い
か
で
か
出
家

の
功
徳
に
は
、
ま
さ
る
べ
き
と
こ
そ
、
お
ほ
せ
ら
れ
た
れ
。

（永
）

こ
こ
は
永
正
本
系
に
お
い
て
、
特
に
仏
教
色
の
濃
い
部
分
で
あ
る
。
寛
永

本
で
原
拠
を
確
認
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る

（５
）
。
①
の

「
縦
戒
を

…
く
じ
る
也
」
は
、

『大
方
等
大
集
経
』
巻
第
五
十
二
の
、

若
復
出
家
不
持
戒
者
。
有
以
非
法
而
作
悩
乱
罵
毀
皆
。
以
手
刀
杖
打

縛
研
裁
。
若
奪
衣
鉢
及
奪
種
種
資
生
具
者
。
是
人
則
壊
三
世
諸
仏
真

実
報
身
。
則
挑

一
切
天
人
眼
目
。

に
よ
る
。

『諸
経
要
集
』
巻
第
二
や

「法
苑
珠
林
』
巻
第
十
九
に
も
見
え

る
文
言
で
あ
る
。
②
の

「
天
台
大
師
の
…
勝
た
り
」
は
、

『摩
訂
止
観
輔

行
博
弘
決
』
二
之
五
の
、

出
家
破
戒
猶
勝
二在
家
持
戒
・。
以
二
在
家
戒
不
レ
為
二解
脱
・。

③
の

「僧
儀
律
に
も
…
不
及
」
は
、

『摩
訂
僧
儀
律
』
巻
第
二
十
九
の
、

若
人
百
千
歳
　
供
養
百
羅
漢
　
不
如

一
夜
中
　
出
家
修
梵
行
　
縁
此

之
福
許
　
得
離
於
六
百
　
エハ
千
六
十
歳
　
一二
塗
之
苦
悩

④
の

「
七
宝
の
財
を
…
不
及
」
は
、

『賢
愚
経
』
巻
第
四
、

仮
使
有
レ人
。
起
二七
宝
塔
・。
高
至
≡
一十
三
天
・。
所
レ
得
功
徳
．
不

レ如
二出
家
・。

に
よ
る
。
寛
永
本
は
ほ
ぼ
経
文
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し

「
経
に
は
」
と
な
っ
て
い
た
り
、

「
摩
訂
止
観
に
は
」

「
僧
儀
律
に
も
」

と
出
典
を
明
記
し
た
り
す
る
も
の
の
、
果
た
し
て
こ
れ
ら
が
直
接
経
典
か

ら
集
成
さ
れ
た
か
は
存
疑
で
あ
る
。
例
え
ば
延
慶
本

『平
家
物
語
』
巻
第

五
末

「
惟
盛
身
投
給
事
」
に
も
、

出
家
ノ
功
徳
ハ
莫
太
ナ
レ
バ
、
前
世
ノ
罪
業
悉
ク
減
給
ヌ
ラ
ム
。
百

千
歳
之
間
、
百
羅
漢
ヲ
供
養
ス
ル
モ
、
不
及
・Ｌ

日
出
家
ノ
功
徳
■
Ｃ

設
有
人
一七
宝
ノ
塔
ヲ
建
ン
事
、
高
サ
二
十
三
天
二
至
ル
ト
モ
、
出

家
ノ
功
徳
ニ
ハ
及
バ
ジ

（勉
誠
社
刊
　
延
慶
本
平
家
物
語
）

と
い
う
併
記
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

「摩
訂
僧
儀
律
』
を
原
拠
と

す
る
文
言
が
原
典
よ
り
も

「平
家
物
語
」
に
近
い
こ
と
は
、・
孫
引
き
の
可

能
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

永
正
本
は
後
半
が
相
違
す
る
。
⑥
の
阿
育
王
説
話
が
諸
書
に
見
え
る
も

の
で
あ
る
の
に
対
し
、
⑥
の

「
天
台
大
師
…
」
は
、
今
の
所

「法
花
直
談

私
類
楽
抄
』
巻
七
、
妙
音
品

「十
方
妓
楽
事
」
の

（６
）
、

天
台
大
師
隋
童

帝
ノ御
時
、
十
万
僧
供
養
ノ導
師
成
天
ι

其
時
妓
楽

奏
也
。
時
文
帝
名
聞
ノ
思
，成
天
窓

‥
・

く
ら
い
し
か
類
似
の
も
の
を
見
出
せ
な
い

（弘
法
大
師
に
関
し
て
右
の
要

素
を
持
つ
説
話
は
未
見
）
。
こ
れ
は

『隋
天
台
智
者
大
師
別
伝
」
等
の
、

以
今
開
皇
十

一
年
十

一
月
二
十
三
日
。
於
線
管
金
城
段
設
千
僧
会
。
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が
源
泉
な
の
だ
ろ
う
か
。
寛
永
本
、
永
正
本
に

「
天
台
大
師
」

「
百
千
」

「
供
養
」
の
重
な
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ど
ち
ら
か
が
元
の
形
で
あ

っ

。
た

こ
と
は
推
測
で
き
る
が
、
即
断
は
で
き
な
い
。

と
も
か
く
寛
永
本
成
立
の
方
が
確
実
に
早
い
と
し
て
も
、
二
本
は
相
補

う
も
の
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
永
正
本
系
本
文
は
、
寛
永
本
を
中
心

に
据
え
る
べ
き
だ
が
、
そ
の
際
に
は
永
正
本
に
よ
る
絶
え
ざ
る
照
射
が
必

要
で
あ
る
。

四
『西
行
物
語
』
の
中
で
和
歌
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
寛
永
本

で
百
四
十
首
、
永
正
本
で
百
九
首
と
、
広
本
系
の
約
二
百
首
か
ら
は
量
的

に
後
退
す
る
も
の
の
、
増
補
さ
れ
た
和
歌
は
略
本
系
や
采
女
本
系
よ
り
も

多
い
。
広
本
系
に
見
え
な
い
寛
永
本
和
歌
は
他
出
を
全
て
確
認
出
来
る
の

で
、
そ
れ
ら
の
他
集
へ
の
入
集
状
況
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

６７

こ

し

方

の

見

し

よ

の

夢

に

か

は

ら

ぬ

は

い

ふ

も

う

つ

ゝ

の

心

や

は

す

る

６５

霜

さ

ゆ

る

夜

半

の

木

の

葉

を

ふ

み

分

て

月

は

見

る

や

と

間

人

も

な

し

５８

こ

ん

世

に

も

心

の

内

に

あ

ら

は

さ

ん

あ

か

で

入

ぬ

る

月

の

ひ

か

り

を

３５

花

に

そ

む

心

の

い

か

で

残

ら

ん

捨

は

て

ヽ
き

と

お

も

ふ

我

身

を

３３

を

し

な

べ

て

花

の

盛

に

成

に

け

り

山

の

端

ご

と

に

か

ゝ
る

し

ら

雲

３０

吉

野

山

麓

に

ぶ

ら

ぬ

雪

な

ら

ば

花

か

と

み

て

や

尋

い

ら

ま

し

２８

し

ら

ぬ

ま

に

花

を

や

人

の

折

つ
ら

ん

枝

を

か

ぞ

え

て

鶯

ぞ

な

く

２０

ぉ

し

む

と

も

お

し

み

は

つ

べ

き

此

世

か

は

身

を

捨

て

彙

そ

身

を

ば

助

け

め

折 古

０
一

】
一
０
一

”
〇
一
∞

”
０
一
゛

千 載

い
０
い

一
一

一
〇

Ｏ
Ｎ
【

↓
０
”

■ 家

∞
一
↓

い
０

ｕ
∞

輌
∞
↓

一
∞
一

上 人

Ｎ
「
い一

【
一

一
０
∞

い 中

一
∞

印 合

一
一

雪 合

一
∞
↓

自 而

本 生

な 涯

し 草

紙

に

あ

り

他 定

家

八
代

抄

〓

〓

永

、

御

装

濯

お

い
、

定

家

八

代

抄

永

、

月

詣

集

〓

∞
、

御

裳

濯

〓

一

永

、

御

裳

濯

〓

一
、

定

家

八

代

抄

一
〓

、

三

百

六

十

首

和

歌

超

永

、

続

千

載

集

コ

】

治

承

二

十

六

人

歌

合

〓

一

卸

隆

腱

Ｒ

玉

葉

集

〓

〓

、

万

代

集

〓

〓

僣

考
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７３

深

入

て

神

路

の

お

く

を

尋

ぬ

れ

ば

略

本

又

上

も

な

き

輌

の

し

ら

¨
一
一
↓

”
∞
一
↓

桂

つ
む

あ

か

の

折

敷

の

ふ

ち

な

く

ば

玉

と

ま

ら

ま

し

の

原

通

に

波

を

隔

来

て

し

月

を

見

る

か

な

暁

の
嵐

に
た

ぐ

ふ
鐘

の
音

を

そ

こ

に

こ

た

へ
て

ぞ

ロ

哀

と

も

心

に
思

ふ

程
ば

か

り

い

は

れ

ぬ

べ

く

は

間

こ

そ

１

２４

も

ろ

と

も

に

な

が

あ

イ
ヽ

て

秋

の

月

ひ

と

り

に

な

ら

ん

事

ぞ

か

な

し

き

此

世

に

て

又

逢

ま

し

き

君

な

れ

ば

ゝ

め

し

我

ぞ

心

み

だ

れ

し

２２

亀

せ

ぬ

お

は

り

日

こ

そ

う

れ

し

け

れ

さ

て

も

別

は

な

ぐ

さ

ま

９４

わ

り

な

し

や

あ

だ

に

命

の

■

と

消

て

吾

妻

路

や

忍

ぶ

の

里

に

や

す

ら

い

て

潤

を

ば

衣

川

に

ぞ

な

が

し

け

る

き

都

を

思

ひ

出

つ

ゝ

８４

玉

に

ぬ
く

露

に

こ
ば
れ

て
武

蔵

野

ヽ

草

の

業

結

ぶ

秋

の

よ

行

ゑ

な

き

思

は

富

士

の

煙

に

て

鷲

の

山

月

を

入

ぬ

と

見

る

人

は

く

ら

き

に

ま

よ

ふ

心

な

り

け

り

さ

や

か

な

る

鷲

の

高

根

の

雲

間

よ

り

や

は

ら

ぐ

る

月

を

見

る

夫

木

抄

〓

〓

一

月

詣

集

ミ

ｏ

定

家

八
代

抄

〓
〓

定

家

八

代

抄

だ

い

永

、

定

家

八

代

抄

だ

０

采

女

本

、

月

詣

集

〓

Ｎ
、

定

家

八

永

、

采

女

本

、

月

詣

集

〓

”
、

定

新

動

撲
集

ミ

【

永

、

新

動

撲

集

〓
一

永

、

略

本

、

玄

玉

集

〓

、

歌

枕

名

士
可
卜
い
”
り
、
　
ニハ
菫事
生
不
】
”
卜
一
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※
新

古
―

新

古

今

集

、

千

載
―

千

載

集

、

山

家
―

山

家

集

、

上
人
―

西

行

上
人

集

、

心

中
―

山
家

心
中

集

、

御

合
―

御
装

濯

河

歌

合

、

宮

合
―

宮

河

歌

合

、

追

而
―

李

花

亭

文
庫

本

「
西

行

上

人

集

」

の
追

而

加

書

、

永
―

永

正
本

御

裳

濯
―

御

装

濯

和

歌

集

　

（
日

書

集

、

残

集

に
は
重

な

る
和

歌

が

な

い

の

で
、

こ

の
表

か

ら

は
除

外

し

た

）

こ
の
表
を
見
て
気
付
く
の
は
、
勅
撰
集
で
は

『千
載
集
」
と
の
重
な
り
が

多
い
こ
と
で
あ
る
。

『千
載
集
』
所
収
の
西
行
歌
は
十
九
首
、
そ
の
う
ち

十
三
首
が
寛
永
本
と
重
な
る
が
、
既
に
二
首
は
広
本
系
に
あ
る
。
そ
の
二

首
を
除
い
た
十

一
首
の
中
に
も
略
本
系
に
二
首
、
采
女
本
系
に
二
首
の
共

通
歌
が
あ
る
の
で

（備
考
欄
参
照
）
、

『千
載
集
』
歌
と
重
な
る
寛
永
本

独
自
歌

（永
正
本
と
重
な
る
も
の
を
含
む
）
は
七
首
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の

『
千
載
集
』
と
の
重
な
り
で
は
、
１
２２
～
１
２４

（以
下
、
歌
番
号

は
特
に
断
ら
な
い
限
り
寛
永
本
の
も
の
）
が
配
列
も
近
似
し
て
い
る
。
寛

永
本
に
よ
る
と
こ
れ
ら
の
和
歌
は
西
住
の
臨
終
に
際
し
詠
ま
れ
た
と
な
っ

て
い
る
。
各
歌
集
の
詞
書
を
見
る
と
、
１
２２
、
１
２４
と
も

「
西
住
」
と
す

る
の
は

『
千
載
集
』
で
あ
り
、

「西
行
上
人
集
』
で
は
１
２４
の
み
に

「
西

住
上
人
」
と
記
さ
れ
る
。

『山
家
集
』

『
山
家
心
中
集
』
で
は
ど
ち
ら
の

詞
書
と
も

「
同
行
に
侍
け
る

（
し
）
上
人
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら

も

『千
載
集
」
と
の
近
さ
が
指
摘
で
き
る
。
た
だ
し
略
本
系
の
西
行
上
人

発
心
記
の
よ
う
に
、
久
保
家
本
で
は

「
同
行
」
だ
っ
た
人
物
を
西
住
に
比

定
し
て
し
ま
う
例
も
あ
り
、
短
絡
的
に
寛
永
本
が

『千
載
集
』
を
利
用
し

た
と
は
い
え
な
い
。
し
か
も
配
列
が
１
２２
か
ら
１
２５
ま
で
も
近
似
す
る

『定
家
八
代
抄
』
の
よ
う
な
存
在
も
あ
り
、
や
は
り

『千
載
集
」
と
の
関

係
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
寛
永
本
が
こ
れ
ら
の
歌
集
の
う
ち
ど

れ
か
を
利
用
し
た
と
は
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
絞
り
込
む
こ
と
は
難
し
い
。

で
は
他
の
歌
集
で
寛
永
本
で
の
利
用
を
確
認
で
き
る
も
の
は
な
い
の
だ

ろ
う
か
。
こ
の
点
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
東
国
で
詠
ま
れ
た
８９
で
あ
る
。

同
歌
の
載
る

『西
行
上
人
集
』

『
山
家
心
中
集
」
と
と
も
に
挙
げ
て
み
る
。

（寛
）
世
中
に
大
事
出
来
て
、
新
院
あ
ら
ぬ
様
に
な
ら
せ
お
は
し
ま
し
て

後
、
力、ｌ
ａ
割
―こ―
謝
で
、
奈
良
の
大
衆
、
餘
多
陸
奥
国
に
流
さ
れ
た

り
け
る
が
、
中
そ
ん
と
申
所
に
、
彼
人
ミ
に
行
合
て
都
の
物
語
を

す
れ
ば
、
涙
を
流
し
て
、
さ
て
も
有
け
れ
ば
、
角
行
合
奉
り
ぬ
る

こ
そ
有
難
候
へ
。
命
の
あ
ら
ば
物
語
と
を
つ
国
に
し
て
思
を
述
と

云
題
に
て
讀
け
る
中
に
、

涸
を
ば
衣
川
に
ぞ
な
が
し
け
る
薔
き
都
を
思
ひ
出
つ
ゝ

（上
）
奈
良
の
僧
、
と
が
の
こ
と
に
よ
り
て
、
あ
ま
た
陸
奥
国
へ
つ
か
は

さ
れ
し
に
、
中
尊
と
申
所
に
ま
か
り
あ
ひ
て
、
都
の
物
語
す
れ
ば
、

涙
な
が
す
、
い
と
哀
な
り
、
か
ゝ
る
こ
と
は
か
た
き
こ
と
な
り
、

命
あ
ら
ば
物
が
た
り
に
も
せ
ん
と
申
て
、
遠
国
述
懐
と
申
こ
と
を

よ
み
侍
し
に

涙
を
ば
衣
川
に
ぞ
な
が
し
つ
る
ふ
る
き
み
や
こ
を
お
も
ひ
出
つ
ゝ

（心
）
な
ら
の
そ
う
、
と
が
の
こ
と
に
よ
り
て
あ
ま
た
み
ち
の
く
に
へ
つ

か
は
さ
れ
た
り
し
に
、
中
軋
な
ど
申
と
こ
ろ
に
ま
か
り
あ
ひ
て
、

宮
こ
の
も
の
が
た
り
す
れ
ば
、
涙
な
が
す
、
あ
は
れ
な
り
、
か
ゝ

る
事
は
あ
り
が
た
き
こ
と
な
り
、
い
の
ち
あ
ら
ば
も
の
が
た
り
に
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も
せ
ん
と
申
て
、
・思
の
ぶ
べ
き
よ
し
を
の
ノ
ヽ
申
侍
て
、
遠
国
述

懐
と
い
ふ
事
を
よ
み
は
べ
り
し

涙
を
ば
こ
ろ
も
が
は
に
ぞ
な
が
し
つ
る
ふ
る
き
宮
こ
を
思
い
で
つ
ゝ

秋
谷
氏
は
こ
の
和
歌
を

「異
本
山
家
集
』
、
つ
ま
り

『西
行
上
人
集
』
か

ら
の
増
補
と
み
て
お
ら
れ
る
が
、
三
本
を
比
較
し
て
も

『西
行
上
人
集
』

『山
家
心
中
集
』
い
ず
れ
を
使

っ
た
の
か
は
決
定
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が

寛
永
本
の
独
自
要
素
で
あ
る

「
世
中
に
大
事
…
」
云
々
と
い
う
文
言
は
、

「
山
家
心
中
集
』
に
お
い
て

「
涙
を
ば
…
」
の
和
歌
の
前
に
あ
る
、

倒
厨
副
劇
コ
創
司
日
劃
司
「
劉
創
酬
調
「
馴
コ
ョ
副
日
釧
刻
¶
∃
国
ｕ

劇
ｕ
「
、
お
ん
ぐ
し
お
ろ
し
て
、
に
わ
し
に
を
は
し
ま
す
と
き
ゝ

て
、
ま
い
り
て
兼
賢
あ
ざ
り
に
あ
ひ
て
、
月
あ
か
く
侍
し
か
ば

か
ゝ
る
世
に
か
げ
も
か
は
ら
ず
す
む
月
を
み
る
わ
が
身
さ
へ
う
ら
め

し
き
か
な

の
傍
線
部
と
重
な
る
の
で
あ
る
。
ど
う
や
ら
寛
永
本
は
、

『
山
家
心
中
集
』

の
傍
線
部
を
次
の
和
歌
の
詞
書
と
結
合
さ
せ
た
ら
し
い
。
広
本
系
で
は
右

の
詞
書
と
和
歌
は
、
西
行
が
四
国
に
渡
る
前
の
場
面
と
し
て
取
り
込
ま
れ

て
い
る
が
、
寛
永
本
は
そ
の
場
面
と
は
無
関
係
に
詞
書
を
利
用
し
て
い
る
。

「山
家
心
中
集
』
が
寛
永
本
の
増
補
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
右
の
よ
う
な
例
は
他
に
は
認
め
ら
れ
ず
、

「山
家

心
中
集
』
に
な
い
寛
永
本
独
自
歌
も
あ
る
の
で
、

「
山
家
心
中
集
』
の
利

用
に
関
し
て
は
部
分
的
増
補
と
し
か
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

和
歌
に
関
し
も
う

一
つ
気
付
い
た
こ
と
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
寛
永
本

独
自
歌
は
そ
の
殆
ど
が
西
行
歌
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
が
、
２８
だ
け

は
他
人
詠
を
西
行
の
も
の
と
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
他
出
の

「治
承
三
十

六
人
歌
合
』

『御
裳
濯
和
歌
集
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
和
歌
は
空
仁
の
詠
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
空
仁
は

『千
載
集
』
に
四
首
入
集
の
勅
撰
歌
人
で

あ
り
、
窪
田
章

一
郎
氏

（
７
）
や
桑
原
博
史
氏

（８
）
に
よ
り
西
行
の
生

き
方
に
影
響
を
与
え
た
人
物
と
し
て
の
位
置
付
け
も
な
さ
れ
て
い
る
。
寛

永
本
に
２８
が
取
り
込
ま
れ
た
の
は
そ
の
辺
り
と
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
が

『御
裳
濯
和
歌
集
』
で
あ
る
。
そ
こ
で
２８
は
、

（題
不
知
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
行
法
師

色
に
し
み
か
も
な
つ
か
し
き
梅
が
え
に
を
り
し
も
あ
れ
や
鶯
の
こ
ゑ

梅
花
に
鶯
の
な
く
を
き
き
て
よ
め
る
　
　
　
　
　
空
仁
法
師

し
ら
ぬ
ま
に
花
を
や
人
の
を
り
つ
ら
ん
え
だ
を
か
ぞ
へ
て
う
ぐ
ひ
す

の
な
く

と
西
行
歌
の
直
後
に
あ
り
、
し
か
も
両
歌
は
梅

・
鶯
と
い
う
素
材
が
共
通

す
る
。
寛
永
本
で
は
他
に

『御
裳
濯
和
歌
集
」
と
三
首
が
重
な
る
が
、
そ

れ
ら
は
他
集
と
も
重
な
る
の
で
直
ち
に
出
典
を
決
定
で
き
な
い
も
の
の
、

２８
の
存
在
は

『御
裳
濯
和
歌
集
』
が
無
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
。

以
上
、
寛
永
本
独
自
歌
に
つ
い
て
気
付
い
た
こ
と
を
述
べ
て
み
た
。
そ

こ
に
は
広
本
系
に
お
け
る

『新
古
今
集
』
の
よ
う
な
組
織
的
利
用

（９
）

は
は
っ
き
り
と
見
出
せ
な
い
。
や
は
り
部
分
的
増
補
と
し
か
い
い
よ
う
が

な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
全
て
の
和
歌
を
網
羅
し
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
独

自
歌
が
皆
同
じ
時
期
に
増
補
さ
れ
た
と
い
う
保
証
も
な
い
。
今
後
は
略
本

系
や
采
女
本
系
と
の
関
係
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
寛
永
本
、
永
正
本
を
検
討
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し
て
ゆ
く
こ
と
が
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

五
最
後
に
広
本
系
か
ら
寛
永
本
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
の
か
を
見
る
こ

と
に
す
る
。
寛
永
本

（以
下
、
永
正
本
系
は
寛
永
本
で
代
表
さ
せ
る
）
が

本
文
だ
け
で
な
く
、
構
成
を
も
変
え
て
い
る
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
広
本
系
、
略
本
系
で
は
娘
の
出
家
が
四
国
の
旅
の
後
に
あ
る
の
に
対

し
、
寛
永
本
で
は
前
に
位
置
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
場
面
が
移
し
変
え

ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
移
し
変
え
が
寛
永
本
に
お
け
る
改
変

の
一
手
法
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

広
本
系
の
二
番
歌
Ｌ
な
に
ご
と
に
と
ま
る
こ
ゝ
ろ
の
あ
り
け
れ
ば
さ
ら

に
し
も
又
世
の
い
と
は
し
き
」
は
、
寛
永
本
の
３８
に
当
た
る
。
広
本
系
で

は
在
俗
時
の
西
行
が
出
家
へ
の
心
情
を
吐
露
す
る
際
の
詠
、
寛
永
本
で
は

熊
野
の
旅
の
冒
頭
で
の
詠
と
し
て
配
さ
れ
て
い
る
。
寛
永
本
は
広
本
系
の

和
歌
配
列
を
多
く
踏
襲
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
大
き
く
ず
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
和
歌
で
は
な
く
、
直
前
の
文
言
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
文
明
本
に
よ
り
そ
の
部
分
を
挙
げ
る
。

妻
子
珍
宝
及
王
位
　
臨
命
終
時
不
随
者
　
唯
戒
及
施
不
放
逸
　
今

世
後
世
為
伴
侶

と
心
に
か
け
て
、
刺
調
洲
劇
「
日
「
）―劇
¶
到
利
ｑ
引
へ―
日
Ｊ
ｄ
刊
割

硼
引
洲
Л
期
馴
引
Ｈ
Ｎ
Ｊ
司
ｑ
国
刊
劃
洲
測
コ
劃
コ
例
劇
¶
∃
「
劇
倒
捌

洲
到
耐
＝
＝
創
引
到
ｑ
「
、
お
は
り
に
つ
ゐ
に
仏
道
に
い
ら
せ
給
ひ
け

り
。
ぼ
ん
な
う
の
く
も
あ
つ
く
、
名
利
の
家
の
大
う
て
ど
も
出
や
ら

ず
、
因
果
の
ひ
や
く
か
う
は
く
ら
く
し
て
、
ま
ね
け
ど
も
き
た
り
が

た
し
。
と
め
る
を
き
ゝ
て
は
う
ら
や
み
、
ま
ず
し
き
を
見
て
は
あ
ざ

け
り
、
夢
の
う
ち
の
た
の
し
み
、
浪
の
う
へ
の
月
、
し
づ
ま
り
が
た

き
心
の
み
し
て
、
孵
鮮
の
虫
の
あ
し
た
に
う
ま
れ
て
ゆ
ふ
べ
に
し
す

る
、
猶
憑
あ
り
。
い
づ
る
い
き
は
入
い
き
を
ま
た
ず
し
て
、
命
を
と

ぢ
ぬ
。
五
よ
く
の
き
づ
な
に
ひ
か
れ
て
、
つ
ゐ
に
な
ら
く
の
そ
こ
に

し
づ
む
事
を
、

（中
略
）
こ
の
た
び
い
と
は
ず
は
、
た
う
ら
い
の
か

な
し
み
な
り
。

（中
略
）

い
つ
な
げ
き
い
つ
お
も
ふ
べ
き
こ
と
な
れ
ば
　
後
の
世
し
ら
で
人

の
す
ぐ
ら
ん

い
つ
の
世
に
な
が
き
ね
ぶ
り
の
夢
さ
め
て
　
お
ど
ろ
く
事
の
あ
ら

ん
と
す
ら
ん

な
に
ご
と
に
と
ま
る
こ
ゝ
ろ
の
あ
り
け
れ
ば
　
さ
ら
に
し
も
又
世

の
い
と
は
し
き

寛
永
本
に

「
い
つ
な
げ
き
」

「
い
つ
の
世
に
」
の
和
歌
は
な
い
が
、
他
は

ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
寛
永
本
で
の
こ
の
部
分
の
熊
野
へ
の
移
し
変
え
は
傍

線
部
を
媒
介
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
和
歌
も
伴

っ
た
た
め
、
熊
野

の
旅
と
関
係
の
な
い
３８
が
配
列
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
広
本
系

一
番
歌

「
い

つ
な
げ
き
」
が
２‐
と
な

っ
て
い
る
の
も
、
こ
の
移
し
変
え
の
際
に
生
し
た

と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
津
の
国
難
波
で
詠
ま
れ
た
１
１０
に
も
認
め
ら
れ

る
。
こ
の
和
歌
は
広
本
系
で
は
吉
野

・
熊
野
の
旅
を
終
え
て
帰
京
す
る
途
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次
で
の
詠
と
さ
れ
て
お
り
、
四
国
へ
渡
る
前
に
配
さ
れ
た
１
１０
の
詠
歌
事

情
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
１
０８
、
１
０９
が
江
口
遊

女
と
の
贈
答
歌
で
あ
る
こ
と
に
起
因
し
、
距
離
的
に
近
い
地
名
を
有
す
る

場
面
を
ま
と
め
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
も

っ
と
も
住
吉
の
詠
で
あ
る
５‐
は
広

本
系
で
の
位
置
と
変
ら
な
い
の
で
全
て
を
移
し
変
え
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
寛
永
本
に
は
、
関
連
す
る
も
の
を
ま
と
め
て
整
理
し

よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

広
本
系
な
ら
三
度
目
の
帰
京
で
語
ら
れ
る
娘
の
出
家
が
、
三
度
目
の
帰

京
に
移
さ
れ
て
い
る
と
い
う
構
成
の
変
化
も
右
の
例
と
同
じ
姿
勢
に
よ
る

も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
広
本
系
で
の
三
度
目
の
帰
京
が
都
の
責
顕
と

の
贈
答
歌
で
終
始
す
る
こ
と
に
比
べ
れ
ば
、
娘
の
出
家
は
遇
に
緊
張
感
の

あ
る
場
面
で
あ
る
。
広
本
系
で
は
三
度
目
の
帰
京
以
降
は
旅
が
な
く
、
娘

の
出
家
と
西
行
往
生
と
い
う
二
つ
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
並
立
す
る
こ
と

に
な
る
。
そ
の
二
つ
が
分
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
寛
永
本
で
は
、　
一
度
目

の
帰
京
に
西
行

・
西
住
の
肉
親
と
の
再
会
、
二
度
目
の
帰
京
に
娘
の
出
家
、

三
度
目
の
帰
京
に
西
行
往
生
の
場
面
が
く
る
こ
と
に
な
る
。
各
場
面
が

『西
行
物
語
』
に
お
い
て
西
行
の
人
生
の
大
き
な
節
日
で
あ
る
こ
と
を
勘

案
す
れ
ば
、
寛
永
本
は
整
然
と
し
た
構
成
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

わ
か
る
。
寛
永
本
で
の
構
成
の
変
化
は
錯
簡
な
ど
で
は
な
く
、
意
識
的
な

も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
寛
永
本
は
増
補
省
路
と
と
も
に
、
内
部
の
要
素

を
離
合
集
散
さ
せ
る
こ
と
で
よ
り
整
っ
た
西
行
伝
を
目
指
し
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

以
上
、
寛
永
本
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
。
寛
永
本
に
増
補

。
改

変
の
著
し
い
こ
と
は
確
か
だ
が
、
物
語
が
も
と
か
ら
持

っ
て
い
た
西
行
像

ま
で
は
変
え
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
仏
教
的
色
彩
が
強
く
な
っ
て
い
る

こ
と
は
、
歌
人
と
し
て
の
西
行
の
後
退
は
意
味
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
寛

永
本
に
新
た
に
和
歌
が
増
補
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

場
面
の
移
し
変
え
の
手
法
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
寛
永
本
へ
の
変
化
は
、

あ
く
ま
で
広
本
系

『
西
行
物
語
』
の
枠
内
で
の
も
の
で
あ
る
。
逆
に
い
え

ば
そ
れ
だ
け

『西
行
物
語
』
の
元
来
持
っ
て
い
た
構
築
性
が
強
か

っ
た
た

め
に
、
そ
の
よ
う
な
改
変
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。

注（１
）
久
保
田
淳
編

『
西
行
全
集
』

（
日
本
古
典
文
学
会
）
に
よ
る
分
類
。

（
２
）
本
文
は
嶋
中
道
則
氏

「
『
洛
庵
歌
話
』
―
解
題
と
翻
刻
―
」

（
「
国
文
学
研
究
資
料
館
調
査
研
究
報
告
」
６
　
昭
和
６０

。
３
）
に

よ
る
。

（３
）
文
明
本

・
久
保
家
本
本
文
は

『西
行
全
集
』
に
よ
る
。

（４
）
以
下
、
西
行
歌
の
本
文
と
歌
番
号
は

『西
行
全
集
』
、
そ
の
他
の

和
歌
は

「新
編
国
歌
大
観
」
に
よ
る
。

（５
）
以
下
、
諸
経
典
の
引
用
は

「大
正
新
脩
大
蔵
経
」
に
よ
る
。

（
６
）
本
文
は
渡
辺
守
邦
氏

「法
華
直
談
私
類
楽
抄
―
解
説
と
翻
刻
―
」
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（
「
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
」
７
　
昭
和
５６

・
３
）
に
よ
る
。

（７
）

『
西
行
の
研
究
』
百
二
十
四
頁

（東
京
堂
　
昭
和
３７
）
０

（８
）

『
西
行
と
そ
の
周
辺
』
百
二
十
九
頁

（風
間
書
房
　
平
成
元
）
。

（９
）
伊
藤
嘉
夫
氏

「
西
行
物
語
の
た
ね
と
し
く
み
」

（
「跡
見
学
園
国

語
科
紀
要
」
１２
　
昭
和
３９

・
３
）
参
照
。

末
筆
な
が
ら
、
貴
重
な
資
料
の
調
査

・
翻
刻
を
御
許
可
い
た
だ
い
た
、

慶
応
義
塾
大
学
附
属
図
書
館
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
や
ま
ざ
き

。
し
ゅ
ん
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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